
司
馬
遼
太
郎
　
『
覇
王
の
家
』
　
と
そ
の
依
拠
史
料

は
じ
め
に

忍
者
小
説
等
を
書
い
て
い
た
作
家
活
動
の
初
期
に
、
従
前
の
歴
史
・
時
代

小
説
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
　
の
執
筆
に
と
り

か
か
っ
た
昭
和
三
十
七
年
頃
か
ら
、
司
馬
は
数
多
く
の
史
料
に
あ
た
り
、
し

か
も
そ
の
検
証
に
力
を
加
え
は
じ
め
る
。
や
が
て
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
書

き
始
め
た
　
『
坂
の
上
の
雲
』
　
で
、
司
馬
本
人
の
所
謂
　
「
小
説
と
は
本
来
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
」
　
な
の
だ
が
　
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
い
っ
さ
い
禁
じ
て
書
く
」
　
T
）
と

こ
ろ
に
ま
で
高
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
概
ね
司
馬
の
評
価
は
定
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
か
ら
の
　
『
翔
ぶ
が
如
く
』
　
や
そ
の
後
の
　
『
空
海

の
風
景
』
　
（
昭
和
四
十
八
年
一
月
～
同
五
十
年
九
月
）
　
な
ど
は
、
そ
の
評
価

に
こ
た
え
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
吉
川
英
治
、
山
岡
荘
八
ら

に
代
表
さ
れ
る
、
事
実
よ
り
も
歴
史
上
の
人
物
に
自
身
の
心
情
を
仮
託
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
前
時
代
の
歴
史
小
説
を
変
革
し
た
と
い
う
世
評
の
基
本
線

が
生
ま
れ
、
司
馬
作
品
に
歴
史
書
に
近
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

太
田
清
明

し
か
し
、
司
馬
の
史
料
へ
の
臨
み
方
は
、
読
者
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
に
歴

史
学
の
本
文
批
判
的
　
（
こ
の
学
問
で
い
う
実
証
的
と
同
義
語
）
　
水
準
に
ま
で

達
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
今
日
の
司
馬
評
価
を
決
定
し
た
と
思
わ
れ
る
　
『
坂
の
上
の
雲
』

後
半
部
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
　
『
覇
王
の
家
』
　
（
昭
和
四
十
五
年
一
月
～
同

四
十
六
年
九
月
）
　
に
お
け
る
依
拠
資
料
の
分
析
と
、
そ
の
本
文
批
判
の
水
準

を
問
題
に
し
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
『
覇
王
の
家
』
　
の
主
人
公
・
家
康
に
対

す
る
司
馬
評
価
の
淵
源
に
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
、
依
拠
史
料
の
分
析

司
馬
の
作
家
活
動
の
履
歴
に
お
い
て
、
　
『
坂
の
上
の
雲
』
　
『
覇
王
の
家
』

以
降
の
も
の
は
、
史
料
を
数
多
く
渉
猟
し
、
し
か
も
事
実
関
係
の
正
確
さ
を

探
求
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
は
じ
め
た
時
期
の
作
品
と
い
う
ふ
う
に
分
別
で

き
る
。そ

れ
を
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
　
『
覇
王
の
家
』
　
で
司
馬
が
挙
げ
た
史

一
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料
名
は
三
十
八
種
類
に
の
ぼ
る
。
ち
な
み
に
、
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
　
と
同
時
期

に
書
か
れ
た
　
『
国
盗
り
物
語
』
　
（
昭
和
三
十
八
年
八
月
～
同
四
十
一
年
六
月
）

の
織
田
信
長
編
は
　
『
覇
王
の
家
』
　
の
お
よ
そ
倍
の
分
量
が
あ
る
が
、
挙
げ
ら

れ
た
史
料
名
を
同
じ
よ
う
に
調
べ
て
み
る
と
、
わ
ず
か
六
種
類
に
す
ぎ
な
い

（
　
『
国
盗
り
物
語
』
　
斎
藤
道
三
編
は
伝
奇
小
説
の
要
素
が
非
常
に
濃
厚
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
比
較
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
）
。
す
な
わ
ち
　
『
祖
父
物
語
』

『
山
澤
木
・
桶
狭
間
合
戦
記
註
』
　
『
東
照
軍
鑑
』
　
『
信
長
公
記
』
　
『
春
日
局

譜
』
　
そ
し
て
　
『
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
の
書
簡
』
　
で
あ

る
。
史
料
名
を
挙
げ
ず
に
引
用
し
て
い
る
も
の
も
　
『
覇
王
の
家
』
　
に
比
べ
れ

ば
よ
ほ
ど
少
な
い
。
こ
の
数
字
の
変
化
は
、
な
に
よ
り
も
前
述
し
た
よ
う
な

司
馬
の
作
家
と
し
て
の
姿
勢
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
と
ら
え
る
の
が
妥
当
か

と
思
え
る
。
つ
ま
り
、
伝
奇
性
の
作
風
か
ら
脱
し
、
よ
り
多
く
の
史
料
に
あ

た
り
、
人
物
の
履
歴
や
当
時
の
社
会
の
実
相
を
調
査
す
る
密
度
を
高
め
た
こ

と
の
自
負
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
か
。

『
覇
王
の
家
』
　
に
も
ら
れ
た
逸
話
と
そ
の
出
典
の
史
料
名
を
列
挙
す
る
。

同
時
に
、
司
馬
が
そ
の
史
料
に
つ
い
て
評
し
た
言
葉
が
あ
れ
ば
要
約
し
、
※

の
記
号
以
下
で
併
記
し
た
。
ま
た
、
同
じ
史
料
か
ら
複
数
回
引
用
し
て
い
る

場
合
は
丸
数
字
で
示
し
た
　
（
な
お
、
資
料
名
の
後
の
◎
は
当
該
資
料
が
　
『
徳

川
実
記
』
　
に
、
◇
は
　
『
日
本
戦
史
小
牧
役
』
　
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

す
）
。

二

　

貢

『
三
河
物
語
』

①
家
康
、
人
質
と
し
て
駿
河
に
出
航
、
が
、
途
中
織
田
家
に
身
柄
を
奪

わ
れ
る
。

②
家
康
の
嫡
子
信
康
の
肯
定
的
評
価
。

③
徳
川
家
宿
老
の
石
川
数
正
、
今
川
家
よ
り
信
康
母
子
奪
還
。

※
同
史
料
は
、
代
々
主
家
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

一
族
が
幕
府
か
ら
冷
遇
さ
れ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
が
暗
い
怒
り
に
ま
か

せ
て
書
い
た
も
の
。
信
康
の
肯
定
的
評
価
も
世
を
時
め
く
他
の
譜
代
衆

を
誹
誘
す
る
の
が
目
的
か
。

『
甲
陽
軍
鑑
』

①
姉
川
の
合
戦
に
お
け
る
徳
川
軍
の
奮
戦
、
織
田
軍
団
の
脆
弱
ぶ
り
。

②
三
方
ケ
原
の
合
戦
前
の
武
田
方
の
遠
州
、
三
河
調
査
。

※
同
史
料
は
、
武
田
家
の
将
高
坂
弾
正
の
著
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
じ

つ
は
江
戸
初
期
、
小
幡
勘
兵
衛
景
憲
と
い
う
江
戸
軍
学
の
祖
が
高
坂
弾

正
の
名
前
の
権
威
を
か
り
て
自
分
で
書
い
た
も
の
ら
し
い
。

『
中
泉
古
老
物
語
』
　
◎

家
康
晩
年
の
言
葉
…
…
①
酒
は
元
気
を
引
き
立
て
る
も
と
。

②
侍
は
、
能
力
が
あ
る
の
よ
り
ひ
た
す
ら
実
直

で
あ
る
の
が
よ
い
。

『
故
老
談
話
』



時
な
ら
ぬ
　
（
季
節
は
ず
れ
の
）
　
桃
を
く
わ
ぬ
家
康
。

『
岩
淵
別
集
』
　
◎
　
『
武
功
雑
記
』
　
◎

家
康
の
馬
上
指
揮
の
様
子
。

『
校
合
雑
記
』

三
方
ケ
原
で
の
家
康
の
騎
馬
で
の
敗
走
。
そ
の
飛
ぶ
よ
う
な
速
さ
。

『
三
河
後
風
土
記
』

家
康
の
正
妻
築
山
殿
と
滅
敬
と
の
密
通
。

※
同
史
料
は
、
岡
崎
信
康
の
博
人
平
岩
親
吉
が
著
者
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
京
の
人
沢
田
源
内
と
い
う
者
が
平
岩
の
名
を
か
り
て
作
っ
た
も
の

と
も
い
う
。
い
か
に
も
三
河
と
い
う
こ
の
国
の
草
い
き
れ
と
エ
ネ
ル
ギ

1
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
。
土
臭
い
文
章
。

『
改
正
参
河
後
風
土
記
』

①
織
田
、
徳
川
と
北
条
と
の
同
盟
の
後
の
武
田
勝
頼
の
強
が
り
。

②
北
条
軍
と
同
時
に
武
田
領
を
挟
撃
す
る
た
め
出
陣
し
た
徳
川
軍
。
そ

の
撤
退
後
の
様
子
。

③
小
牧
の
陣
第
一
戦
で
の
徳
川
家
臣
団
の
一
部
隊
奥
平
勢
の
様
子
。

『
信
長
公
記
』

①
高
天
神
落
城
後
の
勝
頼
の
行
動
。

②
武
田
滅
亡
後
、
徳
川
家
の
接
待
を
う
け
た
信
長
の
言
葉
や
そ
の
接
待

の
様
子
。

『
中
興
源
記
』
　
◎

家
康
の
言
葉
…
…
甲
州
兵
が
な
ら
ぶ
と
陣
列
が
剛
強
に
み
え
る
。

『
備
前
老
人
物
語
』

信
長
の
言
葉
…
…
人
は
心
と
気
を
は
た
ら
か
す
を
も
っ
て
善
し
と
す
。

『
カ
ー
リ
オ
ン
神
父
の
ロ
ー
マ
法
王
へ
の
報
告
書
』

本
能
寺
の
変
。
堺
見
物
に
よ
っ
て
そ
の
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
家
康
。

『
小
田
原
記
』

北
条
氏
康
の
人
物
評
。
絶
賛
。

『
古
老
物
語
』
　
◎

家
康
の
言
葉
…
…
男
子
の
下
帯
は
も
め
ん
の
白
き
よ
り
浅
黄
に
染
め
た

る
が
よ
し
。

『
天
野
逸
話
』
　
◎
　
『
前
橋
聞
書
』
　
◎

家
康
の
財
政
の
辛
さ
。

『
駿
河
土
産
』
　
◎

①
家
康
の
干
葉
咲
評
。

②
家
康
の
馬
術
、
あ
ぶ
な
い
所
へ
来
る
と
、
馬
か
ら
降
り
て
歩
く
、
そ

れ
が
大
坪
流
の
秘
伝
。

③
二
代
将
軍
秀
忠
の
バ
カ
正
直
ぶ
り
。

『
幕
府
詐
胤
伝
』

に
し
ご
お
り
の
つ
ほ
わ

家
康
の
側
室
の
一
人
西
郡
局
の
履
歴
。

三
頁



『
故
老
諸
談
』
　
◎
◇

本
多
康
重
が
聴
い
た
家
康
の
言
葉
…
…
臣
は
生
か
し
て
お
け
ば
股
肱
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
自
分
は
、

素
知
ら
ぬ
体
を
通
し
て
き
た
。

『
家
忠
日
記
増
補
』

対
羽
柴
秀
吉
戦
を
想
定
し
た
家
康
と
織
田
信
雄
の
密
会
。

『
岩
淵
夜
話
』
　
◎

家
康
の
軍
法
に
は
定
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
。
徳
川
軍
は
合
戦
の
都

度
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
た
。

『
小
牧
陣
始
末
記
』
　
◇

①
家
康
の
言
葉
…
…
秀
吉
の
や
り
方
で
は
そ
の
天
下
は
未
で
瓦
解
す
る
。

②
長
久
手
の
役
で
羽
柴
軍
の
森
武
蔵
守
長
可
を
討
ち
取
っ
た
の
は
徳
川

軍
の
足
軽
柏
原
与
兵
衛
。

『
伊
賀
者
由
来
記
』

小
牧
の
合
戦
の
時
に
徳
川
の
た
め
に
間
諜
を
つ
と
め
た
伊
賀
者
た
ち
。

『
長
久
手
御
陣
覚
書
』
　
◇

小
牧
の
陣
第
一
戦
で
の
徳
川
家
宿
老
酒
井
忠
次
の
羽
柴
軍
を
嘲
っ
た
言

葉
。

『
形
原
松
平
記
』
　
◇

小
牧
の
陣
第
一
戦
、
松
平
又
七
郎
が
討
ち
と
つ
た
野
呂
助
左
衛
門
の
風

凶
二
貝

姿
。

『
紀
君
言
行
録
』
　
◎

小
田
原
の
陣
で
の
家
康
の
馬
術
。
そ
の
余
り
の
慎
重
さ
。

『
長
久
手
之
記
』
　
◇

①
長
久
手
の
戦
場
の
地
形
。
②
同
役
で
の
家
康
の
家
臣
安
藤
直
次
の
武

功
。

『
柏
崎
物
語
』
　
◎
◇

同
役
で
の
森
武
蔵
守
長
可
の
銃
撃
に
よ
る
戦
死
。

『
四
戦
記
聞
』
　
◇

森
武
蔵
守
長
可
を
討
ち
取
っ
た
の
は
足
軽
杉
山
孫
六
。

『
大
三
川
志
』
　
◇

羽
柴
軍
の
池
田
勝
入
斎
の
長
久
手
の
役
で
の
奮
戦
。
死
の
直
前
、
短
刀

を
抜
き
、
永
井
伝
八
郎
の
指
を
切
る
。

※
だ
が
、
他
の
記
録
と
つ
き
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
抜
刀
し
て
お
ら
ず
、

槍
を
受
け
身
う
ご
き
で
き
ぬ
様
子
で
あ
っ
た
。

『
烈
公
聞
書
』
　
◇

池
田
勝
入
斎
を
討
ち
取
っ
た
の
は
安
藤
直
次
か
。
実
は
井
伊
万
千
代
直

政
に
功
を
譲
ろ
う
と
し
た
。

※
同
史
料
は
成
瀬
隼
人
正
の
弟
で
成
瀬
吉
右
衛
門
と
い
う
旗
本
が
安
藤

直
次
に
じ
か
に
き
い
た
開
音
。



『
藩
翰
譜
』

池
田
勝
入
斎
を
討
ち
取
っ
た
徳
川
軍
の
永
井
伝
八
郎
が
五
千
石
し
か
禄

し
て
い
な
い
の
を
、
勝
入
斎
の
子
輝
政
が
聞
き
、
父
の
首
が
そ
れ
ほ
ど

賎
し
い
と
は
、
と
残
念
が
る
。

『
改
正
太
平
秘
記
』
　
◇

池
田
輝
政
の
右
の
言
葉
を
聞
き
、
家
康
が
永
井
伝
八
郎
を
一
躍
笠
間
七

万
石
に
。

※
た
だ
し
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。
七
万
石
に
な
っ
た
の
は
、
家
康

の
死
後
で
元
和
五
年
。
土
地
も
笠
間
で
は
な
く
下
総
古
河
。

『
山
中
氏
覚
書
』
　
◇

同
盟
者
の
織
田
信
雄
に
永
井
伝
八
郎
の
加
増
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
家
康

は
そ
の
必
要
は
な
い
と
答
え
る
。

『
家
忠
日
記
』

①
石
川
数
正
の
出
奔
が
変
事
と
し
て
伝
わ
り
、
そ
の
急
変
時
に
軍
団
を

編
成
し
て
い
く
三
河
武
士
団
。
②
対
秀
吉
戦
の
た
め
の
徳
川
家
の
全
軍

召
集
。

※
同
日
記
は
、
三
河
深
溝
の
領
主
松
平
家
忠
の
記
録
で
、
家
忠
は
筆
ま

め
な
人
。

『
道
斎
聞
書
』

二
代
将
軍
秀
忠
へ
の
家
康
の
言
葉
‥
‥
‥
自
分
の
死
後
も
、
徳
川
の
天
下

は
乱
れ
ま
い
。
ざ
っ
と
済
み
た

り
D

『
国
師
日
記
』

死
の
床
の
家
康
の
容
態
の
変
化
。
脈
、
食
事
等
。
元
和
二
年
二
月
三
日
。

同
四
日
。
同
二
十
二
日
。
翌
三
月
十
九
日
。

以
上
で
あ
る
。
一
口
に
三
十
八
種
類
と
い
う
が
、
そ
れ
ら
を
全
て
読
み
込
む

に
は
、
蒐
集
の
手
間
と
あ
わ
せ
、
か
な
り
の
労
力
を
要
す
る
。
だ
が
、
私
が

調
査
し
た
限
り
で
は
、
司
馬
は
そ
の
い
ち
い
ち
に
当
た
っ
た
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
簡
便
な
方
法
を
使
っ
て
家
康
史
料
の
整
理
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
三
十
八
種
類
の
う
ち
十
二
種

類
は
　
『
徳
川
実
記
』
　
（
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
・
吉
川
弘
文
館
）
　
の
中
の

「
東
照
宮
御
実
記
」
　
に
そ
の
出
典
の
史
料
名
と
あ
わ
せ
確
認
し
う
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
史
料
名
を
提
示
し
て
い
な
い
　
『
覇
王
の
家
』
　
中
の
家
康
の
逸

話
で
、
こ
の
　
『
徳
川
実
記
』
　
に
同
類
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
三
十

以
上
を
数
え
る
　
（
私
以
外
の
主
観
に
よ
る
場
合
、
三
十
を
上
回
る
数
が
予
測

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
お
く
）
。
こ
れ
を
冒
頭
の
　
「
三
河
か
た

ぎ
」
　
の
章
だ
け
か
ら
ひ
ろ
い
だ
し
て
み
て
も
、

・
少
年
の
家
康
す
な
わ
ち
竹
千
代
が
遊
び
相
手
の
鳥
居
彦
右
衛
門
を
高

殿
の
縁
か
ら
突
き
落
と
す
。
『
鳥
居
家
譜
』

，
朝
雲
良
の
竹
千
代
へ
の
言
葉
…
三
河
小
せ
が
れ
に
は
、
も
う
飽

五
貢



き
飽
き
し
た
わ
。
　
『
東
武
談
叢
』
　
『
三
河
の
物
語
』

・
家
康
の
元
服
後
の
三
河
岡
崎
へ
の
一
時
帰
国
。
　
『
岩
淵
夜
話
別
集
』

・
近
藤
登
之
助
に
い
た
わ
り
の
言
葉
を
か
け
る
家
康
。
　
『
岩
淵
夜
話
別

集
』

・
家
老
鳥
居
忠
吉
の
岡
崎
城
で
の
極
秘
の
蓄
財
、
家
康
に
そ
れ
を
見
せ

る
。
　
『
鳥
居
家
譜
』

と
五
つ
を
数
え
る
。
確
か
に
司
馬
自
身
が
　
『
徳
川
実
記
』
　
を
参
考
に
し
た
と

は
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
か
れ
が
こ
の
書
物
を
基
本
資
料
と
し
て
使
用
し

た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
　
『
覇
王
の
家
』
　
は
後
半
が
小
牧
長
久
手
の
役
の
描
写
で
占
め

ら
れ
て
い
て
、
史
料
も
そ
れ
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
参
謀
本
部
編
　
『
日
本
戦
史
小
牧
役
』
　
（
明
治
四
十
一

年
十
月
）
　
の
中
の
同
戦
役
に
関
す
る
史
料
を
集
め
た
　
「
補
伝
」
　
を
参
考
に
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
掲
出
し
た
三
十
八
種
類
の
史
料
名
に
◇
の
記

号
を
付
し
た
の
が
そ
れ
で
、
こ
の
戦
役
に
関
す
る
提
示
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が

同
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
徳
川
実
記
』
　
同
様
、
作
品
中
に
史

料
名
を
提
示
し
て
い
な
い
逸
話
で
　
『
日
本
戦
史
小
牧
役
』
　
に
拠
っ
て
い
る
も

の
が
数
多
く
あ
る
。
こ
れ
も
、
小
牧
長
久
手
の
役
の
冒
頭
の
場
面
　
「
不
覚
人
」

「
清
洲
へ
」
　
に
限
っ
て
ひ
ろ
い
だ
し
て
み
る
と
、

・
安
土
城
下
で
の
羽
柴
秀
吉
と
織
田
信
雄
の
反
目
。
　
『
小
牧
戦
話
』

六
頁

・
秀
吉
と
信
雄
の
家
老
滝
川
雄
利
と
の
対
面
。
雄
利
に
自
分
へ
の
内
通

を
勧
め
る
秀
吉
。
　
『
藩
鑑
引
見
開
音
』

・
信
雄
が
秀
吉
に
寝
返
っ
た
三
人
の
重
臣
た
ち
を
上
意
討
に
か
け
る
。

『
武
功
雑
記
』
　
『
池
田
正
印
覚
書
』
　
『
常
山
紀
談
』

・
右
の
場
面
で
の
討
た
れ
る
側
の
岡
田
重
孝
と
討
ち
手
土
方
勘
兵
衛
と

の
や
り
と
り
。
『
池
田
正
印
覚
書
』
　
『
常
山
紀
談
』

・
織
田
信
長
の
乳
兄
弟
の
池
田
勝
入
斎
が
秀
吉
に
味
方
し
た
経
緯
。

『
池
田
家
譜
集
成
引
長
久
手
戦
記
』
　
『
小
牧
戦
話
』

・
戦
役
の
前
に
秀
吉
が
諸
将
に
宛
て
た
手
紙
。

な
ど
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
司
馬
が
こ
の
書
物
を
基
本
資
料
と
し
て
使
用

し
た
蓋
然
性
も
極
め
て
高
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

同
様
の
資
料
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
　
『
大
日
本
史
料
』
　
第
十
二
編
之

二
十
四
　
（
大
正
十
二
年
三
月
）
　
が
あ
る
。
同
書
の
家
康
の
没
し
た
日
の
条
に

は
、
家
康
の
逸
話
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
作
品
中
に
史
料
名
が
提
示
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
　
『
幕
府
祀
胤
伝
』
　
や
家
康
が
上
府
に
金
銀
が
集
ま
れ
ば
下

々
は
金
銀
を
大
切
に
し
世
間
に
金
銀
が
多
く
な
れ
ば
物
価
が
騰
貴
す
る
と
語

っ
た
と
す
る
　
『
前
橋
開
音
』
　
な
ど
が
、
ま
た
、
史
料
名
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
は
、
家
康
が
夏
期
は
麦
飯
ば
か
り
を
食
べ
て
い
た
逸
話
　
（
　
『
正
武

将
感
状
記
』
　
）
　
や
天
下
人
に
な
っ
て
か
ら
も
懐
紙
一
枚
を
す
ら
倹
約
す
る
逸

話
　
（
　
『
葉
隠
聞
書
』
　
）
　
な
ど
が
、
こ
の
資
料
集
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
検
証
し
て
み
る
と
、
司
馬
が
　
『
覇
王
の
家
』
　
で
徳
川
家
康
と

い
う
人
物
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
際
、
基
本
資
料
と
し
た
の
は
、
　
（
I
V

『
徳
川
実
記
』
　
「
東
照
宮
御
実
記
」
　
（
Ⅲ
）
　
参
謀
本
部
編
　
『
日
本
戦
史
小
牧

役
』
　
（
Ⅲ
）
　
『
大
日
本
史
料
』
　
第
十
二
編
之
二
十
四
、
の
三
冊
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
り
に
司
馬
が
既
述
の
三
十
八
種
類
の
史
料

を
全
て
所
有
な
い
し
は
閲
覧
し
て
い
た
と
し
て
も
、
右
の
三
冊
を
索
引
の
よ

う
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
最
低
限
い
い
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
　
（
I
）

（
Ⅲ
）
　
に
つ
い
て
は
、
司
馬
の
没
後
、
蔵
書
を
調
査
し
た
谷
沢
永
一
に
よ
っ

て
、
全
巻
あ
る
い
は
既
刊
分
の
全
巻
を
司
馬
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
苫
）
。
ま
た
　
（
Ⅱ
）
　
に
つ
い
て
も
、
司
馬
の
比
較
的
初
期
の
長

篇
で
あ
る
　
『
風
神
の
門
』
　
の
　
「
影
法
師
」
　
の
章
に
、

家
康
は
だ
ま
っ
て
い
た
。
／
　
「
古
人
物
語
」
　
（
旧
参
謀
本
部
編
・
日

本
戦
史
所
載
）
　
と
い
う
江
戸
初
期
に
か
か
れ
た
随
筆
に
は
、
家
康
は
意

に
も
介
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

の
記
述
が
み
え
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
の
旧
参
謀
本
部
編
　
『
日
本
戦
史
』

と
は
　
『
大
坂
役
』
　
で
あ
り
　
『
小
牧
役
』
　
の
方
で
は
な
い
の
だ
が
。
し
か
し
、

こ
の
書
き
方
か
ら
司
馬
が
は
や
く
か
ら
旧
参
謀
本
部
編
　
『
日
本
戦
史
』
　
所
載

の
　
「
補
伝
」
　
史
料
に
眼
を
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
ず
れ
の
資
料
も
、
家
康
や
そ
の
家
臣
た
ち
に
関
す
る
逸
話
を
集
め
た
史

料
集
を
付
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
書
物
を
基
本
資
料

と
す
る
と
こ
ろ
に
、
司
馬
の
作
品
を
執
筆
す
る
際
の
方
法
論
の
一
端
が
う
か

が
え
よ
う
か
。

他
に
家
康
な
ら
び
に
徳
川
家
の
動
き
を
年
代
ご
と
に
追
っ
て
い
っ
た
史
料

と
し
て
は
　
『
三
河
物
語
』
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
、
ま
た
後
に
幕
藩
体
制

下
で
譜
代
、
外
様
大
名
と
な
っ
た
家
の
こ
の
当
時
の
動
き
や
そ
の
家
の
個
人

を
お
さ
え
る
た
め
に
新
井
白
石
の
　
『
藩
翰
譜
』
、
家
康
が
従
軍
し
た
他
の
戦

役
に
関
し
て
は
同
じ
参
謀
本
部
編
の
　
『
日
本
戦
史
』
　
の
　
『
姉
川
役
』
　
『
三
方

原
役
』
　
な
ど
を
適
宜
参
照
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
依
拠
史
料
の
史
料
批
判

続
け
て
、
前
述
し
た
依
拠
史
料
を
来
歴
の
観
点
か
ら
批
判
し
て
み
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
司
馬
の
本
文
批
判
の
水
準
の
一
端
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

史
料
に
は
文
書
、
記
録
、
伝
記
、
雑
史
、
雑
記
、
戦
記
な
ど
様
々
な
類
別

が
あ
る
。
十
九
世
紀
前
半
に
批
判
的
歴
史
学
が
確
立
さ
れ
て
以
来
、
当
該
主

義
の
立
場
か
ら
文
書
が
最
も
信
憑
性
の
高
い
も
の
と
す
る
考
え
方
が
一
般
的

で
あ
る
。

そ
の
知
行
の
宛
行
状
、
安
堵
状
、
所
領
の
譲
状
な
ど
の
文
書
が
徳
川
家
康

に
関
す
る
も
の
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
中
村
孝
也
著
　
『
徳
川
家
康
文
書
の

研
究
』
　
全
三
巻
全
四
冊
　
（
日
本
学
術
振
興
会
　
昭
和
三
十
三
年
三
月
～
同
三

十
六
年
三
月
）
　
で
あ
る
。
桑
田
忠
親
の
著
作
に
も
信
長
、
秀
吉
の
そ
れ
に
並

七

　

頁



ん
で
家
康
の
手
紙
の
研
究
が
あ
る
3
。
他
に
も
学
術
論
文
を
含
め
る
と
、
そ

の
文
献
は
数
が
膨
大
な
も
の
に
な
る
。
研
究
史
も
こ
こ
近
年
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
と
　
『
覇
王
の
家
』
　
を
比
較
し
て
直
ち
に
理
解
さ

れ
る
の
、
司
馬
が
年
代
的
に
右
の
も
の
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
家
康
文
書
を
自
作
に
ほ
と
ん
ど
採
り
入
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
　
（
中
村
孝
也
の
他
の
著
作
は
、
か
な
り
参
考
に
し
た
形
跡
が
あ

る
が
）
。
武
田
信
玄
の
上
洛
を
防
ぐ
た
め
、
家
康
が
上
杉
謙
信
と
攻
守
同
盟

を
結
ん
だ
書
信
な
ど
わ
ず
か
に
は
引
用
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
他
の
史
料
は
ど
う
か
。
文
書
に
次
い
で
信
憑
性
が
高
い
と
さ

れ
る
記
録
と
し
て
の
日
記
、
報
告
書
や
、
や
や
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
伝
記
、

雑
史
、
戦
記
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
来
歴
批
判
に
は
、
事
件
の
当
時
　
（
も

し
く
は
近
い
年
代
）
　
に
、
当
地
　
（
も
し
く
は
近
い
地
域
）
　
で
、
当
事
者
　
（
も

し
く
は
そ
れ
に
近
い
者
）
　
が
、
真
実
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
関
係
、
状
況

下
で
記
述
し
た
か
と
い
う
当
該
主
義
が
主
な
物
差
し
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
条
件
か
ら
は
、
『
覇
王
の
家
』
　
に
引
用
さ
れ
た
三
十
八
種
類
の
史
料

の
中
で
、
信
憑
性
が
高
い
と
評
し
う
る
の
は
　
『
家
忠
日
記
』
　
『
国
師
日
記
』

の
二
種
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
編
纂
物
で
は
あ
る
が
原
史
料
と
い
う
点
で
あ

る
程
度
の
価
値
を
有
す
る
の
は
　
『
三
河
物
語
』
　
『
信
長
公
記
』
　
の
二
種
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
四
種
も
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
記
録
と
し
て
最
も

信
頼
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
が
　
『
家
忠
日
記
』
　
で
あ
る
。
家
康
に
仕
え
た

八
頁

深
溝
松
平
家
の
主
殿
助
家
忠
の
、
主
観
的
判
断
を
ほ
と
ん
ど
加
え
な
い
姿
勢

で
記
述
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
。
家
康
が
天
下
を
取
る
以
前
に
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
徳
川
家
へ
の
礼
讃
も
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
逆
に
そ

れ
ら
を
割
り
引
い
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
金
地
院
崇
伝
の
　
『
国

師
日
記
』
　
と
い
え
よ
う
。

雑
史
『
三
河
物
語
』
　
は
書
き
手
大
久
保
彦
左
衛
門
の
年
齢
が
家
康
よ
り
か

な
り
若
く
、
内
容
的
に
も
　
「
文
芸
性
あ
る
い
は
軍
記
物
語
的
性
格
と
し
て
指

摘
さ
れ
る
よ
う
な
創
作
部
分
の
存
在
は
見
逃
せ
ず
」
　
玉
、
ま
た
、
徳
川
家
美

化
の
た
め
の
潤
色
の
部
分
も
数
多
い
。
さ
ら
に
、
司
馬
の
い
う
、
代
々
主
家

に
忠
誠
を
尽
く
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
族
が
幕
府
か
ら
冷
遇
さ
れ
た

作
者
彦
左
衛
門
が
暗
い
怒
り
に
ま
か
せ
て
書
い
た
も
の
と
い
う
文
献
と
し
て

の
性
格
も
無
視
で
き
な
い
。
な
お
、
司
馬
が
こ
の
史
料
の
作
者
の
情
念
は
分

析
し
て
い
る
も
の
の
、
文
芸
性
、
軍
記
物
性
に
つ
い
て
原
典
批
判
を
行
な
っ

て
い
な
い
の
は
、
注
目
し
て
よ
い
。
も
う
一
つ
の
伝
記
　
『
信
長
公
記
』
　
は
、

作
者
が
信
長
の
側
近
太
田
牛
一
で
あ
る
こ
と
は
最
適
な
の
だ
が
、
『
家
忠
日

記
』
　
と
は
異
な
り
記
述
が
そ
の
都
度
の
も
の
で
は
な
く
、
後
年
の
慶
長
年
間

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
み
え
、
部
分
的
な
誤
謬
や
事
件
の
起
こ
っ
た
年
次

に
つ
い
て
の
錯
綜
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
富
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
欠
点
を

割
り
引
い
て
も
『
三
河
物
語
』
　
『
信
長
公
記
』
　
が
、
あ
る
程
度
の
価
値
を
有

す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
戦
国
時
代
の
も



の
で
信
頼
で
き
る
史
料
が
い
か
に
僅
少
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
司

馬
が
、
文
書
の
引
用
は
行
わ
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
て
、

さ
ら
に
は
　
『
三
河
物
語
』
　
な
ど
に
は
原
典
批
判
を
加
え
つ
つ
、
筆
を
す
す
め

て
い
る
部
分
に
関
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
書
き
込
み
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
に
、
　
『
覇
王
の
家
』
　
の
引
用
史
料
で
、
右
の
当
該
条
件
を
あ
る
程
度
満

た
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
み
て
み
れ
ば
　
『
道
斎
聞
書
』
　
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

徳
川
秀
忠
の
近
臣
井
上
正
就
が
駿
府
城
に
お
も
む
き
、
そ
こ
で
隠
居
し
て
い

た
時
期
の
家
康
の
訓
話
や
、
そ
の
他
の
軍
記
・
雑
記
な
ど
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
成
立
年
代
も
近
世
初
頭
で
あ
る
。
ま
た
　
『
形
原
松
平
記
』
　
は
、
家
康

の
数
代
前
の
松
平
信
光
の
代
か
ら
の
支
流
形
原
松
平
氏
の
覚
書
で
、
こ
の
形

原
氏
の
戦
功
な
ど
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
、
こ
の
覚
書
が
中

心
人
物
と
し
て
語
る
松
平
家
信
の
死
の
三
年
後
で
あ
り
、
作
者
も
そ
の
家
信

の
家
臣
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
比
較
的
良
質
の
史
料
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

戦
役
の
記
述
の
通
弊
で
あ
る
自
家
の
戦
功
の
過
大
評
価
に
関
し
て
は
、
こ
れ

を
免
れ
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
　
『
武
功
雑
記
』
　
に
つ
い
て
も
、

成
立
が
元
禄
九
年
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
後
の
時
代
の
も
の
だ
が
、
作
者
の

松
浦
鎮
信
の
平
戸
藩
は
関
ケ
原
の
役
、
大
坂
の
陣
の
生
き
残
り
の
牢
人
ら
を

多
数
召
し
抱
え
た
と
い
わ
れ
、
前
後
錯
雑
な
ど
の
混
乱
、
雑
記
と
し
て
の
性

質
な
ど
を
割
り
引
い
て
も
、
か
な
り
の
信
憑
性
を
持
っ
た
史
料
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
問
題
な
の
は
、
司
馬
の
作
品
へ
　
の
引
用
が
こ
れ
ら
の
史
料

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
右
の
七
種
の
史
料
以
外
の
戦
記
、
雑
記
、
雑
史
を
中
心
と
し
た

『
覇
王
の
家
』
　
の
引
用
史
料
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
の
が
次
の

問
題
と
な
っ
て
く
る
。
司
馬
が
　
『
徳
川
実
記
』
　
か
ら
引
用
し
て
い
る
　
（
と
思

わ
れ
る
）
　
逸
話
集
の
　
『
故
老
諸
談
』
や
家
康
一
代
の
略
伝
『
中
泉
古
老
物
語
』
、

編
年
体
形
式
で
家
康
の
事
跡
を
記
し
た
　
『
岩
淵
夜
話
』
　
『
岩
淵
別
集
』
、
家

康
晩
年
の
言
行
録
を
集
め
た
　
『
駿
河
土
産
』
　
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
右
の
条
件
に
関
し
て
違
い
が
あ
る
が
、
総
体
的
史
料
価
値
は
そ

れ
ほ
ど
高
い
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
『
故
老
諸
談
』
　
は
成
立
年
代
が
近
世

初
期
と
特
定
で
き
る
が
作
者
は
不
詳
で
あ
る
　
（
こ
の
史
料
に
関
し
て
は
、
司

馬
が
自
作
の
展
開
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
け
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
は
前
節

で
述
べ
た
）
。
ま
た
　
『
中
泉
古
老
物
語
』
　
の
作
者
山
下
玄
和
や
『
岩
淵
夜
話
』

『
岩
淵
別
集
』
　
『
駿
河
土
産
』
　
の
作
者
大
道
寺
友
山
は
、
卒
年
が
江
戸
中
期

で
あ
り
、
家
康
と
同
時
代
の
者
で
は
な
い
。
友
山
の
祖
父
は
徳
川
秀
忠
の
小

姓
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
そ
の
著
述
内
容
の
全
て
の
明
証
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。
友
山
の
著
作
に
は
　
『
当
代
記
』
　
な
ど
正
確
な
史
料
と
同

一
の
記
事
内
容
も
あ
り
、
全
く
信
頼
が
お
け
ぬ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、

右
の
伝
聞
の
経
緯
で
は
フ
ィ
ル
ダ
ー
が
二
重
三
重
で
あ
り
、
他
の
史
料
と
の

整
合
性
の
確
か
め
よ
う
の
な
い
逸
話
等
の
信
憑
性
が
、
疑
わ
れ
て
も
や
む
を

九
頁



得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
末
書
と
も
い
え
な
い
が
、
史
料
価

値
を
高
い
も
の
と
断
定
L
が
た
い
史
料
群
な
の
で
あ
る
。

司
馬
は
こ
れ
ら
の
史
料
に
右
の
よ
う
な
来
歴
批
判
を
加
え
て
い
な
い
。
そ

れ
よ
り
も
、
他
の
史
料
に
は
み
え
ぬ
家
康
の
人
間
臭
を
嗅
ぎ
と
り
、
そ
れ
を

主
眼
と
し
て
自
作
に
採
り
入
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
に
対
す
る
司
馬
の
姿
勢
は
、
小
説
家
の
価
値
基
準
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

次
い
で
、
　
『
徳
川
実
記
』
　
「
東
照
宮
御
実
記
」
　
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
以
外

に
つ
い
て
も
検
証
し
て
み
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
問
題
と
な
る
の
が
、
編
年

体
史
料
で
あ
る
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

史
料
か
ら
は
、
と
り
わ
け
築
山
殿
事
件
と
い
わ
れ
る
天
正
九
年
に
起
こ
っ
た

家
康
の
家
庭
の
惨
劇
等
に
つ
い
て
の
引
用
が
顕
著
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
よ
り
さ
き
に
司
馬
が
、
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
と
と
も
に

『
三
河
後
風
土
記
』
　
と
い
う
史
料
名
を
作
品
に
掲
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
問

題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
に
よ
り
、
そ
の
築
山
殿
事
件
の
引
用
史
料

名
は
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
徳
川
家
創
業
の
忠

め
の
と

臣
で
、
家
康
の
嫡
男
信
康
の
博
平
岩
親
吉
が
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
の
作
者
で

あ
る
と
い
う
伝
説
が
古
来
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
江
戸
後
期
に
既
に
覆
さ
れ
て

い
た
。
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
を
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
に
書
き
改
め
　
『
徳

な
る
し
・
ま
．
も
と
な
l
汚

川
実
記
』
　
の
編
纂
に
も
主
筆
と
し
て
関
与
し
た
成
島
司
直
が
記
述
内
容
を
検

一
〇
頁

証
し
た
結
果
で
あ
る
了
「
　
『
国
史
大
辞
典
』
　
第
十
三
巻
　
（
吉
川
弘
文
館
、
平

成
四
年
四
月
）
　
の
新
行
紀
一
の
同
項
の
記
述
も
、

編
』
　
（
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）

れ
と
同
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
司
馬
の
　
『
三

原
典
批
判
で
あ
る
　
「
こ
の
著
者
は
家
康
の
譜
代
で
、

ち
か
よ
し

で
あ
る
平
岩
親
書
で
あ
る
、
と
も
い
わ
れ
る
が
、

『
江
戸
幕
府
編
纂
物
解
説

を
著
し
た
福
井
保
も
、
こ

河
後
風
土
記
』
　
に
対
す
る

め

の

と

信
康
の
博
人
　
（
養
育
官
）

京
の
人
沢
田
源
内
と
い
う

者
が
平
岩
親
書
の
名
を
か
り
て
作
っ
た
も
の
だ
と
も
い
う
」
　
は
、
史
学
的
水

準
を
あ
る
程
度
は
満
た
す
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
　
「
い
か
に
も
三
河
と

い
う
こ
の
国
の
草
い
き
れ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が

あ
る
」
　
「
土
臭
い
文
章
」
　
と
い
う
の
も
、
内
容
を
読
ん
で
み
れ
ば
大
い
に
首

肯
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
が
問
題
は
、
司
馬
が
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
と
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』

と
を
混
同
し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
国
史
大
辞
典
』
　
の
同
じ

項
目
で
新
行
は
　
「
刊
本
に
　
『
史
籍
集
覧
』
　
『
通
俗
日
本
全
史
』
　
九
～
十
一
、

桑
田
忠
親
監
修
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
な
ど
が
あ
る
が
す
べ
て
改
正
本
で

あ
る
」
　
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
以
降
、
『
三
河
後
風
土
記
』
　
が
刊
本

と
し
て
世
に
出
た
こ
と
は
な
い
。
司
馬
が
江
戸
期
の
原
書
を
蔵
し
て
い
た
可

能
性
は
無
論
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
両
者
を
混
同
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
え
る
。
こ
れ
は
本
源
性
、
借
用
性
の
問
題
と
な
る
が
、
司
馬
が
　
『
三
河
後

風
土
記
』
　
か
ら
の
引
用
文
と
す
る
、
築
山
殿
が
滅
敬
を
　
「
常
に
閏
の
中
に
と



む
つ

め
お
き
給
い
、
花
鳥
の
色
に
も
音
に
も
飽
か
ず
睦
み
語
ら
せ
給
う
さ
ま
は
、

い
に
し
え

古
　
の
道
鏡
の
た
め
し
に
も
引
き
出
す
べ
し
」
　
も
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』

の
そ
の
部
分
と
異
同
が
な
い
亘
）
。
そ
れ
に
、
　
『
覇
王
の
家
』
　
の
六
年
ほ
ど

前
に
書
か
れ
た
　
『
関
ケ
原
』
　
の
　
「
秀
吉
と
家
康
」
　
の
章
の
引
用
史
料
名
も

『
改
正
参
河
後
風
土
記
』
　
と
な
っ
て
い
る
。

あ
る
い
は
こ
れ
も
作
者
の
混
同
で
は
な
く
、
あ
る
資
料
集
か
ら
の
引
用
の

際
に
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
た
史
料
名
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
だ
け
の
こ
と
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
の
史
料
的
価

値
は
、
そ
の
改
編
者
成
島
司
直
の
儒
教
的
史
観
、
徳
川
家
賛
美
の
姿
勢
に
帰

す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
れ
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
の
書
は
　
『
徳

川
実
記
』
　
同
様
、
他
の
原
史
料
を
引
用
し
た
部
分
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
編

年
体
の
記
述
な
ど
捨
て
が
た
い
面
も
あ
る
が
、
原
書
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
そ

の
も
の
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
が
少
し
後
代
で
あ
り
信
頼
性
に
欠
け
る
こ
と
と
、

後
代
の
成
島
の
加
筆
部
分
の
右
の
性
格
か
ら
、
そ
の
史
料
価
値
を
か
な
り
割

り
引
い
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
司
馬
は
、
こ
の

『
三
河
後
風
土
記
』
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
か
ら
四
つ
の
逸
話
を
引
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
　
『
覇
王
の
家
』
　
中
、
史
料
名
を
明
記
し
た
も
の
の
中
で
は

最
高
の
引
用
数
で
あ
る
。
史
料
的
価
値
よ
り
も
、
自
身
の
い
う
　
「
い
か
に
も

三
河
と
い
う
こ
の
国
の
草
い
き
れ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
」

に
文
学
的
興
趣
を
感
じ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
外
の
調
査
可
能
で
あ
っ
た
史
料
の
来
歴
に
つ
い
て
も
、
以
下
列
挙

し
て
み
る
。

信
長
の
逸
話
を
引
用
し
た
　
『
備
前
老
人
物
語
』
　
は
、
成
立
年
代
は
近
世
初

期
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
作
者
が
不
詳
で
あ
る
。
開
音
集
の
性
質
と
あ
わ
せ
、

そ
の
価
値
を
高
く
置
け
な
い
。
『
校
合
雑
記
』
　
は
、
逆
に
作
者
が
小
花
和
漁

五
右
衛
門
と
判
明
し
て
い
る
が
、
成
立
年
代
が
不
詳
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の

諸
将
士
の
事
跡
、
逸
話
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
条
氏
康
の
事
跡
を
描

く
た
め
に
引
用
し
た
　
『
小
田
原
記
』
　
は
別
名
　
『
北
條
記
』
　
で
、
他
に
も
別
名

で
流
布
さ
れ
た
も
の
が
多
少
あ
る
。
小
田
原
城
の
落
城
後
、
か
な
り
の
年
月

を
経
て
遺
臣
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

軍
学
者
小
幡
勘
兵
衛
景
憲
は
、
幕
臣
と
し
て
の
履
歴
も
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
、
景
憲
の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
『
甲
陽
軍
鑑
』
　
『
中
興
源
記
』
　
は
、

荒
唐
無
稽
な
も
の
と
も
い
え
な
い
が
、
さ
り
と
て
軍
学
書
特
有
の
装
飾
性
や
、

前
著
が
武
田
家
の
重
臣
高
坂
弾
正
の
名
を
か
た
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
実
録
と
も
い
い
が
た
い
。
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
同
様
、
最

も
問
題
の
多
い
依
拠
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

松
平
頼
寛
が
作
者
と
さ
れ
る
　
『
大
三
川
志
』
　
も
家
康
一
代
の
こ
と
を
記
し

た
伝
記
で
あ
る
。
家
康
の
敗
軍
の
こ
と
な
ど
も
忌
憧
な
く
描
写
し
て
お
り
、

そ
の
点
優
れ
て
い
る
が
、
誤
謬
も
か
な
り
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
史
料
も
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
『
藩
翰
譜
』
　
に
つ
い
て
は
、

一

一
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新
井
白
石
の
著
作
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
甲
府
藩
主
徳
川
綱

豊
　
（
後
の
六
代
将
軍
家
宣
）
　
に
元
禄
十
五
年
呈
上
し
た
も
の
で
、
万
石
以
上

の
三
三
七
家
の
大
名
の
始
封
、
襲
封
お
よ
び
排
除
な
ど
を
記
述
し
た
も
の
で
、

白
石
の
歴
史
意
識
か
ら
叙
述
も
公
平
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
司
馬
が
作
品

中
に
記
述
し
た
永
井
家
の
大
名
と
し
て
の
累
進
の
考
証
も
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ

に
拠
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

戦
記
の
　
『
四
戦
記
聞
』
　
は
　
『
武
徳
編
年
集
成
』
　
の
別
冊
と
い
う
べ
き
も
の

で
、
　
『
武
徳
編
年
集
成
』
　
そ
の
も
の
は
私
撰
の
徳
川
覇
業
史
と
し
て
は
も
っ

と
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
編
者
の
木
村
高
教
の
卒
年

も
江
戸
中
期
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
　
『
四
戦
記
聞
』
　
も
家
康
と
同
時
代
の
原
史

料
で
は
な
く
、
後
代
の
編
纂
も
の
で
あ
る
。
木
村
の
史
料
考
証
は
か
な
り
高

度
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
今
日
の
レ
ベ
　
ル
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
不
備
が

多
い
と
さ
れ
る
。
『
柏
崎
物
語
』
　
も
、
天
明
期
の
三
橋
成
方
の
加
筆
の
部
分

が
多
く
、
原
型
の
柏
崎
三
郎
右
衡
門
の
直
話
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
、
容
易

に
判
定
し
が
た
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
　
『
前
橋
聞
書
』
、
文
政
十

一
年
に
竹
尾
次
春
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
　
『
幕
府
詐
胤
伝
』
、
真
如
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
『
紀
侯
言
行
録
』
　
他
の
別
名
で
も
知
ら
れ
る
『
紀
君
言
行
録
』
、

小
牧
長
久
手
の
役
に
関
す
る
戦
記
を
中
心
と
し
た
史
料
『
小
牧
陣
始
末
記
』

『
長
久
手
御
陣
覚
書
』
　
『
長
久
手
之
記
』
　
『
山
中
　
（
忠
兵
衛
）
　
氏
覚
書
』
　
な

ど
は
写
本
の
年
代
、
写
本
の
所
在
地
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
も
の
や
、
明
治

一
二
頁

以
降
刊
本
が
出
た
も
の
が
あ
る
が
、
今
日
改
め
て
本
文
批
判
や
研
究
が
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
牧
長
久
手
の
役
の
戦
記
等

の
史
料
が
、
参
謀
本
部
が
ま
と
め
た
　
『
日
本
戦
史
』
　
か
ら
引
用
し
た
も
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
最
後
に
　
『
家
忠
日
記
増
補
』
　
に

つ
い
て
も
言
及
す
れ
ば
　
『
家
忠
日
記
』
　
の
著
者
松
平
家
忠
の
三
男
忠
一
の
孫

忠
冬
が
　
『
家
忠
日
記
』
　
に
基
づ
き
編
述
し
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
　
『
家
忠

日
記
』
　
に
比
べ
て
誤
謬
の
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
ヱ
。

以
上
、
司
馬
遼
太
郎
が
　
『
覇
王
の
家
』
　
で
引
用
し
た
史
料
を
、
主
に
来
歴

批
判
の
観
点
か
ら
論
じ
て
き
た
。
調
査
対
象
は
、
作
品
に
史
料
名
を
あ
げ
て

い
る
も
の
だ
け
に
限
定
し
た
。
そ
れ
ら
以
外
に
も
、
多
く
の
史
料
に
拠
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
調
査
結
果
の
精
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら

に
言
及
し
な
く
て
も
さ
ほ
ど
の
差
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
価
値

を
調
査
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
全
文
な
い
し
は
断
片
に

眼
を
通
し
た
が
、
　
『
伊
賀
者
由
緒
』
　
か
と
思
わ
れ
る
　
『
伊
賀
者
由
来
記
』

『
カ
ー
リ
オ
ン
神
父
の
ロ
ー
マ
法
王
へ
の
報
告
書
』
　
『
故
老
談
話
』
　
に
つ
い

て
は
本
文
に
眼
を
通
せ
ず
、
史
料
価
値
の
調
査
も
で
き
な
か
っ
た
。
『
天
野

記
』
　
か
と
思
わ
れ
る
　
『
天
野
逸
話
』
　
や
、
　
『
古
老
物
語
』
　
『
烈
公
聞
書
』

『
改
正
太
平
秘
史
』
　
に
つ
い
て
も
、
来
歴
批
判
に
基
づ
く
史
料
価
値
の
調
査

が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
　
『
徳
川
実
記
』
　
に
載
せ
ら
れ
た
以
外
の
も
の
を
も
来
歴
を
中
心
に



調
査
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
司
馬
の
史
料
に
臨
む
態
度
は
、
そ
の
作
品
発
表

の
時
期
に
関
わ
り
な
く
、
史
料
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
人
間
的
面
白
味

を
そ
れ
ら
に
求
め
た
文
学
的
な
態
度
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
今
日
で
は
当
該
主
義
に
も
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
前
述
し
た
よ
う
な
歴
史
家
な
ら
ば
敬
遠
す
る
史
料
を
、
司
馬
は
進

ん
で
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
れ
は
、
歴
史
人
物
に
対
す
る

関
心
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
、
文
書
、
記
録
に
拘
泥
せ
ず
、
む
し
ろ
史
料
価

値
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
逸
話
、
編
纂
史
料
に
重
き
を
置
い
て
き
た
。
読
者
に

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
の
　
「
象
徴
」
　
的
な
人
物
像
を
造
型
す
る
た
め
の
材

料
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
意
を
用
い
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
事
実
偏
重
の
歴
史
家
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
歴
史
小
説
家
と
し

て
史
料
に
臨
ん
で
い
た
。

ま
た
、
私
の
史
料
調
査
は
、
司
馬
の
戦
国
も
の
に
限
定
し
た
が
、
幕
末
も

の
に
関
し
て
も
、
比
較
的
文
書
を
多
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
逸
話
史
料
の

重
視
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

か
れ
の
史
料
収
集
は
な
る
ほ
ど
作
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
に
従
い

よ
り
広
範
な
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
歴
史
小
説
家
と
し
て
は
、

お
そ
ら
く
先
人
の
誰
よ
り
も
史
料
に
眼
を
通
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
つ
の
作

品
を
ま
と
め
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
史
料
数
に
あ
た
っ
た
作
家
は
、
司
馬

以
前
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
、
も
は
や
揺
る

ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
し
、
私
も
そ
れ
に
は
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
社
会
科
学
と
し
て
の
精
度
を
課
題
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
司
馬
の
後
期
の
作
品
群
も
、
や
は
り
歴
史
書

で
は
な
く
、
小
説
と
し
て
の
評
価
を
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。三

、
家
康
の
人
物
裁
断
の
史
論
家
の
も
の
と
の
類
似

司
馬
が
『
覇
王
の
家
』
や
『
城
塞
』
等
で
描
い
た
徳
川
家
康
は
、
一
筋
縄

で
は
理
解
し
が
た
い
人
物
で
あ
る
。
特
に
そ
の
前
半
生
と
晩
年
の
人
格
の
落

差
が
、
大
き
な
謎
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
関
ケ
原
の
役
や
大
坂
の
陣
以
前
の

か
れ
は
、
極
め
て
律
儀
な
武
将
と
し
て
当
時
認
知
さ
れ
て
い
た
。
部
下
を
、

自
身
の
気
随
な
激
情
で
処
罰
し
た
り
し
な
い
男
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。

徳
人
と
い
っ
て
よ
い
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
旧
主
豊
臣
秀

頼
を
焚
殺
す
る
に
お
よ
び
、
好
人
の
評
価
を
最
も
被
る
人
物
に
な
り
果
て
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
家
康
の
人
間
劇
の
不
思
議
さ
を
無
理
な
く
解
明
し
た
書
物

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
徳
川
家
康
く
ら
い
の
歴
史
に
巨
大
な

足
跡
を
遺
し
て
き
た
人
物
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
生
涯
は
幾
た
び
も
語
り
手
を

変
え
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
数
少
な
い
が
解

明
を
試
み
た
著
作
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
司
馬
の
家
康

像
の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
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家
康
に
関
す
る
著
作
は
、
明
治
以
降
の
史
論
、
伝
記
の
分
野
だ
け
を
み
て

も
、
主
な
も
の
と
し
て
村
岡
素
一
郎
、
山
路
愛
山
、
徳
富
蘇
峰
、
中
村
孝
也

ら
の
諸
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
馬
の
　
『
覇
王
の
家
』
　
は
、
引
用

史
料
の
膨
大
さ
だ
け
を
見
て
み
る
と
、
史
論
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

史
論
と
い
え
ば
、
歴
史
学
が
本
分
と
し
て
い
る
事
実
関
係
の
一
つ
一
つ
の
究

明
よ
り
も
、
人
物
裁
断
と
、
そ
の
人
物
と
当
時
も
し
く
は
後
世
の
社
会
と
の

関
連
に
つ
い
て
の
記
述
が
豊
富
だ
が
、
こ
れ
は
そ
っ
く
り
司
馬
作
品
に
も
あ

て
は
ま
る
特
色
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
康
の
人
物
裁
断
に
関
し
て
も
、

司
馬
は
同
業
の
先
人
た
ち
の
小
説
よ
り
も
、
史
論
家
の
作
品
を
多
く
参
考
に

し
た
ふ
L
が
あ
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
司
馬
の
人
物
裁
断
に
お
け
る
史
論

の
参
照
は
家
康
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
秀
吉
を
指
し
て

「
人
た
ら
し
」
　
と
は
、
司
馬
の
　
『
新
史
太
閤
記
』
　
の
重
要
な
、
骨
子
と
も
い

ぅ
べ
き
人
物
評
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
山
路
愛
山
が
そ
の
著
　
『
徳
川
家
康
』
　
で

既
に
評
し
て
い
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
司
馬
の
家
康
に
対
す
る
視
点
の
源
流
も
、
既
述
し
た
史
論
家
、

研
究
家
の
諸
作
品
の
中
に
う
か
が
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
当
然
う

ま
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

村
岡
の
　
『
史
疑
徳
川
家
康
』
　
（
民
友
杜
、
明
治
三
十
五
年
四
月
）
　
は
一
種

の
奇
談
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
伝
奇
小
説
を
も
の
し
て
い
た
頃
な
ら
し
ら
ず
、

こ
の
　
『
覇
王
の
家
』
　
執
筆
当
時
の
司
馬
に
と
っ
て
は
最
も
縁
の
な
い
作
品
で

一
閃
〓
白

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
山
路
の
　
『
徳
川
家
康
』
　
と
中
村
の
　
『
徳
川
家
康

公
伝
』
　
（
日
光
東
照
宮
社
務
所
、
昭
和
四
十
年
五
月
）
　
は
両
作
品
と
も
史
料

に
よ
く
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
忠
実
に
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
山
路
の

も
の
は
史
料
の
本
文
批
判
に
少
し
問
題
が
あ
る
が
、
中
村
の
も
の
は
、
専
門

家
だ
け
に
家
康
の
文
書
等
を
随
所
に
引
用
し
て
お
り
、
最
も
実
証
的
で
詳
細

な
伝
記
と
評
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
司
馬
の
所

謂
　
「
犯
罪
」
　
的
謀
略
の
大
坂
の
陣
な
ど
に
対
す
る
記
述
が
、
家
康
寄
り
か
謀

略
部
分
を
詳
述
し
な
い
書
き
込
み
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ク
ロ
の
事
実
の
究
明

を
心
が
け
る
中
村
の
研
究
者
と
し
て
の
立
場
や
、
か
れ
の
家
康
伝
の
出
版
所

や
、
全
体
を
観
る
こ
と
を
心
が
け
る
史
論
家
で
あ
り
な
が
ら
山
路
が
旧
旗
本

の
末
裔
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
そ
れ
も
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で

は
あ
っ
た
の
だ
が
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
司
馬
が
人
物
裁
断
に
関
し
て
は

こ
れ
ら
の
作
品
を
参
考
に
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
だ
が
、
た
と
え
ば
築
山

殿
事
件
と
そ
の
後
の
武
田
攻
め
の
　
『
覇
王
の
家
』
　
の
書
き
込
み
の
順
序
が
、

山
路
愛
山
の
　
『
徳
川
家
康
』
　
に
似
て
い
る
こ
と
、
中
村
の
右
の
作
や
他
の
著

作
で
あ
る
　
『
家
康
の
族
菓
』
　
（
講
談
社
、
昭
和
凶
十
年
七
月
）
、
　
『
家
康
の

臣
僚
　
武
将
篇
』
　
（
人
物
往
来
社
、
昭
和
凶
十
三
年
六
月
）
　
な
ど
に
あ
げ
ら

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
の
類
似
な
ど
か
ら
部
分
的
に
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
た

と
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

そ
の
点
、
徳
富
蘇
峰
の
　
『
近
世
日
本
国
民
史
』
　
（
民
友
社
。
家
康
の
記
述



が
あ
る
第
「
巻
～
第
十
三
巻
は
大
正
七
年
十
二
月
～
同
十
二
年
十
二
月
刊
）

の
中
で
描
き
出
さ
れ
た
家
康
の
晩
年
は
好
人
そ
の
も
の
で
あ
り
、
徳
富
自
身

が
歴
史
の
必
然
か
ら
そ
れ
に
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
家
康
を
憐
れ
ん
で
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。
司
馬
に
は
、
家
康
に
憐
憫
を
か
け
る
趣
味
は
な
か
っ
た
よ
う

か
ぎ
ょ
う

だ
が
、
家
康
の
前
半
生
の
　
「
善
人
稼
業
」
　
ぶ
り
と
晩
年
の
悪
辣
家
ぶ
り
を
対

ひ
と
と
な
り

比
さ
せ
て
そ
の
為
人
を
活
写
し
た
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
家
康
に
対
す
る
人
物

裁
断
に
関
し
て
は
、
徳
富
の
そ
れ
を
最
も
参
考
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
徳
富
の
方
が
、
家
康
に
対
す
る
評
価
が
や
や
甘
い

よ
う
で
あ
る
。
徳
富
の
筆
が
、
家
康
の
学
問
好
き
や
学
術
振
興
政
策
な
ど
に

も
好
意
的
に
及
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
司
馬
は
、
『
城
塞
』
　
の
　
「
鐘

銘
」
　
の
章
で
、
　
「
学
問
と
は
、
な
か
な
か
世
を
治
め
る
に
都
合
の
よ
い
も
の

だ
」
　
と
い
う
言
葉
を
家
康
に
語
ら
せ
、
あ
く
ま
で
政
策
上
の
問
題
と
し
に
べ

も
な
い
。
司
馬
の
家
康
に
お
け
る
英
雄
史
観
の
逆
の
視
点
は
、
徳
富
の
も
の

を
参
考
に
し
た
形
跡
が
濃
厚
と
は
い
え
、
そ
れ
を
さ
ら
に
辛
辣
に
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
。

そ
こ
で
、
両
者
の
比
較
を
厳
密
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
徳
富
蘇
峰
の
　
『
近

世
日
本
国
民
史
・
家
康
時
代
下
巻
』
　
（
民
友
杜
、
大
正
十
二
年
十
二
月
）
　
に

お
け
る
、
家
康
の
人
物
裁
断
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
。

第
一
に
、
そ
の
律
儀
な
武
将
と
い
わ
れ
た
前
半
生
に
つ
い
て
は
、
①
　
「
律

儀
正
直
で
あ
る
事
と
、
あ
る
と
恩
は
せ
る
事
と
は
、
其
の
効
力
に
於
い
て
殆

ど
同
一
だ
し
　
②
　
「
彼
は
利
を
見
て
動
き
、
勢
を
見
て
変
じ
た
。
但
だ
其
の
行

動
が
、
自
然
の
趨
勢
に
順
応
し
、
何
等
の
作
意
も
な
く
、
無
理
も
な
く
、
恰

も
水
到
渠
戊
の
姿
に
て
、
万
事
を
了
し
た
為
め
に
、
世
間
で
は
家
康
を
以
て
、

最
も
律
儀
に
し
て
信
用
あ
り
、
正
直
な
る
者
と
恩
は
し
め
た
」
　
③
　
「
偽
善
と

云
へ
ば
偽
善
で
あ
る
が
、
一
生
偽
善
で
立
て
通
す
事
は
、
尋
常
人
の
及
ぶ
所

で
は
あ
る
ま
い
」
　
な
ど
と
し
て
い
る
。

続
い
て
そ
の
器
量
に
つ
い
て
も
、
④
　
「
家
康
の
政
治
的
仕
組
を
審
査
す
れ

ば
、
殆
ん
ど
一
と
し
て
彼
の
創
作
の
も
の
は
な
い
。
彼
は
独
開
的
の
天
才
で

な
く
し
て
、
巧
妙
な
る
模
倣
者
だ
。
然
も
彼
の
模
倣
は
、
古
人
の
丸
春
で
な

く
、
全
く
自
個
の
見
識
を
以
て
、
集
め
て
大
成
し
た
の
だ
。
彼
の
及
ぶ
可
か

ら
ざ
る
所
以
は
実
に
此
点
に
存
す
る
」
　
と
あ
る
。
天
下
経
営
者
と
し
て
の
能

力
に
つ
い
て
も
、
⑤
　
「
彼
の
目
的
は
、
天
下
第
一
で
な
く
、
徳
川
第
一
で
あ

っ
た
。
国
民
第
一
で
な
く
、
将
軍
第
一
で
あ
っ
た
。
然
も
徳
川
氏
と
将
軍
家

と
を
、
百
代
に
維
持
す
る
に
は
、
民
心
に
契
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
熟
知

し
た
。
故
に
彼
は
吾
家
を
維
持
す
る
為
め
に
は
、
善
政
を
以
て
方
便
と
す
る

の
結
論
に
到
著
し
た
」
　
と
あ
り
、
　
「
方
便
」
　
と
い
う
記
述
が
注
目
に
値
す
る
。

た
だ
し
そ
の
絶
え
ざ
る
自
己
鍛
錬
に
つ
い
て
は
、
⑥
　
「
然
も
彼
は
実
に
白

か
ら
其
の
天
性
を
鍛
錬
し
て
一
種
の
家
康
気
質
を
製
造
し
た
。
彼
は
天
性
の

英
雄
と
云
は
ん
よ
り
も
、
自
製
の
英
雄
だ
。
吾
人
が
最
も
家
康
に
多
L
と
す

る
の
は
此
の
自
か
ら
を
教
育
し
た
る
一
事
だ
」
　
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一
五
頁



一
方
司
馬
は
　
『
覇
王
の
家
』
　
の
　
「
三
河
か
た
ぎ
」
　
「
三
方
ケ
原
へ
」
　
の
章

に
お
い
て
、
家
康
の
前
半
生
の
律
儀
さ
を
　
「
長
い
も
の
に
対
す
る
こ
の
種
の

巻
か
れ
か
た
の
態
度
が
巧
み
で
、
そ
の
こ
と
は
巧
み
と
い
う
技
巧
的
な
に
お

ひ
と

い
は
い
っ
さ
い
な
く
、
天
性
の
律
儀
さ
か
ら
発
露
し
て
い
る
よ
う
に
も
他
人

に
は
み
ら
れ
、
し
か
も
ひ
と
だ
け
で
な
く
自
分
で
も
自
然
に
自
分
の
律
儀
さ

を
信
じ
、
さ
ら
に
ひ
る
が
え
っ
て
い
え
ば
か
れ
の
律
儀
は
決
し
て
律
儀
で
は

え
い
ほ
う

な
く
自
分
の
鋭
鋒
を
か
く
す
た
め
の
処
世
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も

え
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
し
ぎ
な
人
物
も
ま
ず
類
が
な
い
」
　
「
か
れ
の
よ
う
な
弱

小
勢
力
と
し
て
は
、
律
儀
さ
を
外
交
方
針
に
す
る
の
が
も
っ
と
も
安
全
な
道

で
あ
っ
た
。
　
（
中
略
）
　
か
れ
の
律
儀
を
猶
か
ぶ
り
の
う
そ
で
演
技
に
す
ぎ
な

い
と
片
づ
け
る
の
は
容
易
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
う
そ
と
演
技
を
、
五

十
年
も
つ
づ
け
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
の
で

あ
ろ
う
」
　
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。
徳
富
の
家
康
評
の
①
②
③
と
ほ
ぼ
同
一

の
認
識
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

家
康
の
器
量
に
つ
い
て
も
　
「
清
洲
へ
」
　
の
章
で
、
　
「
か
れ
は
不
幸
な
ほ
ど

に
独
創
性
薄
く
う
ま
れ
つ
い
て
い
た
。
つ
ね
に
先
人
が
や
っ
た
事
例
を
慎
重

に
選
択
し
て
模
倣
し
た
」
　
「
家
康
は
む
し
ろ
独
創
を
激
し
く
お
そ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
独
創
的
な
案
と
は
、
多
量
の
危
険
性
を
も
ち
、
そ
れ
を
実
行

さ

い

こ

ろ

す
る
こ
と
は
殿
子
を
投
ず
る
よ
う
な
も
の
で
、
い
わ
ば
賭
博
で
あ
っ
た
。
模

倣
な
ら
ば
、
す
で
に
テ
ス
ト
済
み
の
案
で
あ
り
、
安
全
性
は
高
い
」
　
と
あ
る
。

一
六
頁

こ
れ
ら
も
徳
富
の
④
の
評
に
近
い
。

天
下
人
と
し
て
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
も
　
「
そ
の
最
期
」
　
の
章
で
、
　
「
か

れ
は
死
ぬ
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
徳
川
家
の
保
全
を
の
み
念
頭
に
お
」
　
い
て
い
た
と

し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
徳
富
の
⑤
の
も
の
と
同
じ
だ
が
、
司
馬
は
家
康
の
政

策
を
　
「
善
政
」
　
と
は
安
易
に
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
作
品
だ
け
で

な
く
、
他
の
作
品
に
も
再
三
み
え
る
司
馬
の
考
え
で
あ
る
。
『
街
道
を
ゆ
く
』

「
長
州
路
」
　
（
昭
和
四
十
六
年
五
月
～
同
年
七
月
）
　
で
も
、
　
「
変
っ
た
お
っ

さ
ん
で
あ
っ
た
」
　
と
家
康
を
突
き
放
す
よ
う
に
評
し
た
後
　
「
世
界
史
的
に
い

え
ば
航
海
商
業
時
代
が
第
二
期
の
隆
盛
期
に
入
っ
て
い
た
の
に
、
徳
川
家
一

軒
を
ま
も
る
た
め
に
は
、
世
界
史
の
潮
流
か
ら
日
本
を
孤
立
せ
し
め
、
こ
と

さ
ら
に
農
民
の
原
理
で
し
ぼ
り
あ
げ
た
。
農
民
の
嫉
妬
心
を
利
用
し
、
相
互

監
視
の
制
度
を
つ
く
り
、
密
告
を
奨
励
し
、
間
諜
網
を
張
っ
た
と
い
う
点
で
、

わ
い
し
ょ
う
か

日
本
人
の
性
格
を
そ
れ
以
前
に
く
ら
べ
て
ず
い
ぶ
ん
嬢
小
化
し
た
」
　
と
そ
の

政
策
方
針
に
極
め
て
辛
口
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。

谷
沢
永
一
は
、
司
馬
全
集
第
三
十
四
巻
の
解
説
で
、
以
上
ま
で
の
司
馬
の

家
康
に
対
す
る
人
物
裁
断
を
徳
富
の
も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
な
く
引
用
し
て

い
る
が
、
や
は
り
両
者
の
人
物
裁
断
は
対
比
を
厳
密
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
徳
富
と
の
比
較
を
免
れ
る
独
自
の
人
物
裁
断
も
、
　
『
覇
王
の
家
』

に
は
み
う
け
ら
れ
る
。
司
馬
は
、
以
下
の
よ
う
に
　
「
な
ま
な
か
な
天
才
」
　
よ



n
ノ
も

「
変
な
人
間
」
　
で
あ
っ
た
家
康
の
内
実
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。

家
康
は
、
羽
柴
秀
吉
の
よ
う
に
、
一
世
に
む
か
っ
て
華
麗
な
大
魔
術
を

演
出
し
て
や
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
天
分
は
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
の
思
考

法
は
つ
ね
に
き
わ
め
て
素
朴
で
、
素
朴
で
あ
る
こ
と
に
自
分
を
限
定
し

き
っ
て
し
ま
う
冷
厳
さ
を
も
っ
て
い
た
。
人
間
の
思
考
は
、
本
来
幻
想

的
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
現
実
の
中
に
生
き
な
が
ら
、
思
考
だ
け
は

幻
想
の
霧
の
上
に
つ
く
り
あ
げ
た
が
る
生
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
実

的
思
考
だ
け
で
思
考
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
こ
の
家
康

と
い
う
男
は
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
一
種
の
超
人
な
の
か
も
し
れ
な

か

っ

た

。

妙

な

男

で

あ

っ

た

。

　

　

　

　

『

覇

王

の

家

』

　

「

甲

信

併

呑

」

こ

く

．

1

ノ

徳
川
家
康
と
い
う
の
は
、
虚
空
に
い
る
。
／
と
い
う
こ
と
は
、
地
上

に
い
る
な
ま
の
人
間
と
は
お
も
え
な
い
ほ
ど
、
こ
の
男
は
自
分
の
存
在

を
抽
象
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
妙
な
男
は
、
そ
う
あ

り
た
い
と
努
め
、
日
常
ほ
と
ん
ど
そ
の
こ
と
に
半
ば
成
功
し
て
い
た
。

こ
の
男
の
こ
の
精
神
を
あ
ら
わ
す
の
に
適
当
な
既
成
の
こ
と
ば
が
無
さ

そ
う
で
、
無
私
と
い
え
ば
哲
学
的
で
あ
り
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は

俗
流
の
人
物
で
、
と
う
て
い
無
私
と
い
う
透
明
度
の
高
い
こ
と
ば
に
は

あ
て
は
ま
ら
な
い
。
／
そ
の
く
せ
か
れ
に
は
自
己
が
無
さ
そ
う
で
、
自

己
ま
で
客
体
化
さ
れ
、
監
視
さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
た
。
運
営
し
て
い

る
の
は
、
虚
空
に
い
る
抽
象
的
な
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
で
あ
る
、
と
し

か
言
う
は
か
な
い
。
か
れ
の
性
欲
で
す
ら
、
そ
う
い
う
も
の
の
監
視
下

に
あ
っ
た
。
　
（
中
略
）
　
／
家
康
に
も
む
ろ
ん
好
悪
は
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
を
生
涯
お
さ
え
た
と
い
う
こ
と
は
な
ま
の
人
間
に
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。
こ
の
男
は
、
ど
う
や
ら
自
分
を
抽
象
化
す
る
と
い
う
奇
妙
な

訓
練
を
自
分
に
課
し
て
い
た
か
、
そ
れ
と
も
徳
川
家
康
と
い
う
名
を
も

っ
た
虚
空
の
抽
象
的
存
在
が
、
こ
の
男
の
欲
望
と
感
情
を
管
理
し
ぬ
い

て
ゆ
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
ぐ
あ
い
に
自
分
の
仕
組
み
を
つ
く
り
あ
げ

た

か

、

ど

ち

ら

か

で

あ

ろ

う

。

　

　

　

　

　

『

覇

王

の

家

』

　

「

不

覚

人

」

つ
ま
り
、
家
康
と
は
他
の
戦
国
大
名
の
た
れ
よ
り
も
、
君
主
は
自
家
や
家

臣
た
ち
を
保
護
す
る
た
め
の
一
個
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
存
在
で

さ

ん

か

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
臣
た
ち
に
　
「
徳
川
の
傘
下
に
入
る
こ
と
は
、
他
の

ど
の
大
名
に
仕
え
る
よ
り
も
安
堵
感
が
あ
っ
た
」
　
と
思
わ
せ
、
そ
れ
が
他
家

に
類
を
み
な
い
徳
川
家
の
結
束
力
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
司
馬
は
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
　
「
不
覚
人
」
　
の
章
に
い
う
よ
う
に
、
確
か
に

他
家
の
主
君
の
多
く
は
　
「
家
来
や
被
官
に
と
っ
て
」
、
　
「
い
っ
そ
の
既
得
権

を
と
り
あ
げ
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
時
と
場
所
に
よ
っ
て
は
命
も
ろ
と
も
召

こ

ヱ

ノ

ネ

ノ

し
あ
げ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
　
「
虎
狼
」
　
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
そ
れ
と
全
く
逆
の
戦
国
大
名
と
し
て
の
歩
み
方
を
し
て
み
せ
た

こ
と
が
、
家
康
の
　
「
奇
妙
」
　
な
、
い
や
主
君
と
し
て
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
な
の

で
あ
る
。

一
七
貢



ま
た
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
思
考
を
　
「
幻
想
の
霧
の
上
」
　
に
置
か

ず
、
　
「
現
実
的
」
　
な
も
の
だ
け
に
則
し
て
働
か
せ
る
家
康
の
一
種
　
「
超
人
」

的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
自
己
抽
象
化
と
い
う
も
の
も
　
「
奇

妙
」
　
ぐ
ら
い
に
し
か
評
し
な
い
司
馬
が
、
家
康
に
つ
い
て
英
雄
を
讃
歎
す
る

も
の
に
近
い
言
葉
で
評
価
を
下
し
て
い
る
数
少
な
い
箇
所
が
、
こ
の
超
人
的

現
実
思
考
な
の
で
あ
る
。
領
内
の
商
人
か
ら
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
陣
中
用
の
便

く

そ

ま

り

器
を
献
上
さ
れ
た
際
、
　
「
な
ん
の
効
が
あ
る
。
糞
が
蒔
絵
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
い

う
の
か
」
　
と
い
っ
て
即
座
に
打
ち
こ
わ
さ
せ
た
美
術
品
に
対
す
る
無
関
心
ぶ

り
や
、
小
牧
の
役
の
前
に
、
秀
吉
か
ら
懐
柔
の
た
め
の
位
打
ち
を
う
け
た
時
、

そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
た
と
い
う
逸
話
が
、
司
馬
の
こ
の
家
康
に
対
す
る

人
物
裁
断
を
裏
付
け
て
い
る
。

無
論
、
司
馬
は
こ
う
い
っ
た
家
康
の
人
物
裁
断
を
、
右
の
よ
う
な
表
現
や

逸
話
で
提
示
し
て
み
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
自
己
抽
象
化
、
自
己
客
体

化
が
家
臣
な
ど
に
対
し
て
い
か
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
詳
述
し
て
い
る
。

し
か
も
、
家
康
に
と
っ
て
凄
惨
と
も
い
え
る
場
面
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
こ
で
逸
話
に
近
い
も
の
を
一
例
に
あ
げ
れ
ば
、
家
臣
団
の
大
半
が
家
康

に
そ
む
い
た
三
河
一
向
一
揆
の
事
後
処
理
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
康

は
　
「
自
分
に
そ
む
い
て
反
乱
し
た
家
臣
た
ち
を
大
量
に
ひ
き
と
っ
て
も
と
の

知
行
の
ま
ま
に
し
、
過
去
を
い
っ
さ
い
問
わ
な
か
っ
た
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど

信
じ
が
た
い
こ
と
を
平
然
と
や
っ
て
」
　
の
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

一
八
貢

同
盟
者
織
田
信
長
や
家
臣
へ
　
の
家
康
の
心
配
り
、
言
葉
の
配
慮
な
ど
に
つ
い

て
細
や
か
な
描
写
が
こ
の
作
品
に
は
み
ち
て
い
る
。
し
か
も
前
章
で
分
析
し

た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
自
己
客
体
化
の
家
康
の
言
行
の
多
く
が
、
文
書
、
記
録

で
は
な
く
、
史
料
価
値
が
高
く
な
い
逸
話
史
料
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

司
馬
は
自
身
の
人
物
裁
断
の
あ
と
づ
け
を
、
そ
う
い
っ
た
史
料
に
よ
っ
て
、

し
か
し
綿
密
に
お
こ
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
芸
評
論
家
は
お
ろ
か
、
歴
史
家
で
も
司
馬
作
品
中
の
こ
の

『
覇
王
の
家
』
　
に
注
目
し
て
い
る
者
は
少
な
い
。
し
か
し
、
巨
大
な
歴
史
人

物
を
、
あ
く
ま
で
人
間
の
枠
内
で
と
ら
え
、
そ
の
犀
利
な
視
点
で
と
ら
え
た

人
物
像
を
、
他
の
人
物
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
特
に
鮮
や
か
に
提
示
し
て
い

る
点
、
こ
の
作
品
は
司
馬
作
品
の
み
な
ら
ず
本
邦
の
歴
史
小
説
の
中
で
も
希

少
な
価
値
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
実
在
の
家
康
の
歴
史
に
お
け

る
足
跡
を
考
え
れ
ば
、
司
馬
の
逸
話
史
料
に
も
基
づ
く
人
物
裁
断
は
、
徳
富

の
も
の
を
参
考
に
し
た
形
跡
が
濃
厚
と
は
い
え
、
徳
富
の
も
の
以
上
に
我
々

を
首
肯
さ
せ
う
る
説
得
力
を
有
し
て
い
る
。
前
半
生
と
晩
年
の
家
康
の
人
格

の
落
差
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
謎
が
、
無
理
な
く
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
家
康
の
文
書
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
中
村
の
諸
作
品
で
さ
え
、
右
の

よ
う
な
謎
解
き
と
い
う
点
で
は
、
司
馬
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
特
に
そ
の
点
に
お
い
て
、
『
覇
王
の
家
』
　
に
対
す
る
評
価
が
少
な
い
の

が
不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
る
。



注
（
ユ
　
司
馬
遼
太
郎
講
演
　
「
　
『
坂
の
上
の
雲
』
　
秘
話
」
　
（
　
『
週
刊
朝
日
』
　
平

成
八
年
十
一
月
二
十
日
号
増
刊
　
『
司
馬
遼
太
郎
が
語
る
日
本
』
　
）
。

富
　
谷
沢
永
一
「
没
後
一
年
　
司
馬
さ
ん
の
書
庫
・
蔵
書
を
探
検
す
る
」

（
　
『
文
芸
春
秋
』
　
平
成
九
年
三
月
号
）
。

3

　

桑

田

忠

親

　

『

徳

川

家

康

1

そ

の

手

紙

と

人

間

！

』

　

（

人

物

往

来

社
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
）
　
な
ど
。

遅
　
　
『
国
史
大
辞
典
』
　
第
十
三
春
　
（
平
成
四
年
四
月
）
　
新
行
紀
一
「
三
河

物
語
」
　
の
項
。

S
　
谷
口
克
広
　
「
太
田
牛
一
著
　
『
信
長
記
』
　
の
信
憑
性
に
つ
い
て
」

（
　
『
日
本
歴
史
』
　
三
八
九
号
）
。

亘
　
桑
田
忠
親
監
修
　
『
改
正
三
河
後
風
土
記
』
　
（
秋
田
書
店
・
全
三
巻
、

昭
和
五
十
一
年
十
月
～
同
五
十
二
年
二
月
）
　
「
解
題
」
。
な
お
、
司
馬

が
作
品
中
に
引
用
し
た
　
『
三
河
後
風
土
記
』
　
本
文
と
の
異
同
の
調
査
に

あ
た
っ
て
も
、
こ
の
秋
田
書
店
版
の
本
文
を
参
照
に
し
た
。

王
　
こ
こ
ま
で
の
史
料
の
調
査
に
つ
い
て
は
吉
川
弘
文
館
　
『
国
史
大
辞
典
』

全
十
五
巻
全
十
七
冊
　
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
～
平
成
九
年
四
月
）
、
朝

倉
書
店
　
『
国
史
文
献
解
説
』
　
正
続
　
（
遠
藤
元
男
、
下
村
富
士
男
編
、
昭

和
三
十
二
年
九
月
～
同
四
十
年
十
一
月
）
、
岩
波
書
店
　
『
国
書
総
目
録
』

全
八
巻
　
（
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
～
同
四
十
七
年
二
月
）
、
東
京
堂
出

版
　
『
史
籍
解
題
辞
典
』
　
下
　
（
近
世
編
、
竹
内
理
三
・
滴
沢
武
雄
編
、
昭

和
六
十
年
九
月
）
、
続
群
書
類
従
完
成
会
　
『
群
書
解
題
』
　
第
四
巻
　
（
昭

和
三
十
五
年
十
二
月
）
、
吉
川
弘
文
館
　
『
戦
国
大
名
論
集
十
二
・
徳
川

氏
の
研
究
』
　
（
小
和
田
哲
男
編
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
）
、
同
館
　
『
織

田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
』
　
（
谷
口
克
広
著
、
平
成
七
年
一
月
）
、
和
泉

書
院
　
『
戦
国
軍
記
事
典
　
群
雄
割
拠
篇
』
　
（
古
典
遺
産
の
全
編
、
平
成

九
年
二
月
）
　
を
、
ま
た
、
古
文
書
、
史
料
批
判
に
関
す
る
部
分
で
は
、

伊
木
専
一
著
　
『
日
本
古
文
書
学
・
第
三
版
』
　
（
雄
山
閣
出
版
、
平
成
二

年
三
月
）
、
今
井
登
志
喜
著
『
歴
史
学
研
究
法
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
）
、
　
『
国
史
大
辞
典
』
　
第
七
巻
　
「
史
料
」
　
の
項

（
坂
本
太
郎
記
）
　
を
参
考
に
し
た
。

一
九
頁


